





















































ている O 向島は， 1993年には映画「風の丘を越えてjの舞台ともなり，さらには「春のワルツJ
のロケ地とされた事も記憶に新しい。 2006年の調査時点では，ロケ地となった事を活用して，島
の観光開発が急速に進められていた。青山島には支石墓の遺構があるが，現在の島の社会へと繋



























れる事になる O そこで，本論では， r死後，直ちに遺体を土中に埋葬するのではなく事ぬ C機っ
た棺を数年開地上に安置し，改めて明堂へと埋葬する複葬のー形態jを「草壌葬J，地上上働へi造宣?


































墳墓の大きさは約1.5f~から 2 f~程であり高さは1.2f~程度である O 石版で構成された四角い石室
に木棺を納め，石版で叢をした後，土を掛け，そのよに円墳を構築する O 墳墓の内部は土によっ
て構築され腐聞には芝が積まれ，1Jî音1)表面に長I~ り付けられている O 墓の土質としては，麻沙土か
黄土が良いとされる O




































を呼び戻す招魂を行う O 現在では 招魂を行う例は少ないという O
額終から発喪 死を迎えると遺体の呂やiコを閉じ，髪を整える O 手と足を少し開いた状態にし，
清潔な白紙か綿で，日，耳，鼻， ~工門など身体の穴をふさぐ。一重の掛け布団で身体を覆い，七
星板(屍板)のよに運び， J弄風で周囲を塞ぎ，その前に死者の遺影を置いて蝋燭に火を付けて，香
を焚く O 遺体を安置した部屋を護喪所とする O 収屍を終わると遺族は質素な衣類に着替える O 遺
族は死者に対して哀悼するが，大声で嘆き悲しむ行為は慎む。また，素足になる事や，髪を長く
















































た K風水締が長さ22~ 幅 6~に白紙を折り上部
二倍所を内側に折り込み， さらに上下左右言十四個
所に霊魂が通るための小さな穴を開け，官職(な
い場合は f学生J)姓名を用いて作る O 実際に用
いられている紙梼には姓名が記されていないもの
もある。また，遺影を用いて紙携を作らない葬礼























































































出棺前のチェサ(発軒i祭) 午前10時半に出棺が始まる O 棺の前から霊座や堺風，花飾りなど








































































































































-128- (41 ) 
草墳構築の鍔始と取土方 棺に五枚の石版を全て被せると，そ
の上から葬列の先頭に掲げられて来た赤い銘燦を了寧に掛ける O




























































































7).伝染病死者は草墳葬とする O そのまま埋葬すると再び別の者が病死する O
以上の内， 1) と2)は，生者の死者に対する孝養を理由としたものであり，李光套による
墳構築の理由の四分類(李1969) に従えば， 1) は「孝誠的原因J， 2) は「再見的原因jに位






















でクッを行い，さらに骨を墳墓に埋葬する捺にもクッを行う O まず， UJ神に良い供物を捧げ，そ
の後，かつてその場所に埋められた者の鬼神に対するクッを行う O また字墳を作らず直ちに埋








のまま埋葬すると土が汚くなるとされるが，この伝承は， ~会暦 1 月は土を弄ると山神と土地之神
が障るとする伝承と結び付いて語られた。また 島の占い師によれば， 6) のごとく，陰暦 2月




























り，これは死者の家族が，草墳構築の際に刺すもので， r魔除け」と解説する話者もいる O 草墳
の周囲は，松の校で作られた，長辺 4t;:， IJ高2t;:，高 1t;:程の垣根であるパンチェ(訪櫛，す刈)
(写真3-2) で劉われるO このパンチェは，草墳の周辺などで放牧されている牛などが草墳を荒ら



















類が供えられ，その前に香炉が霊かれている O こ 写糞3-3 草壌の準畿をする老人
の葬礼では紙位牌である紙携は作られてはいな
い。その左手には，魂吊(ホンベク，さ叫)を納めた紙箱である魂吊箱子がi置かれ百合やスズラ






























して休んでしまう O 道路を横切る形で 5偲の石が
並べられており，先ず‘男性遺族が，続いて女性遺
写真3-5 震で棺桶を屈す












プ)が捧げられ，右側に， 4 個の玉子，一辺30~ 写真3-6 葬礼会館
程の四角の餅を重ねたもの，左側に豚の頭が置か
れる O 次の列には，右側から太刀魚など焼魚類，中央に鱗類2尾，左側に絡のJtI]肉と魚(魚、種不


































































































青山鳥では，以上のような過程を経て，草填-を構築している O この後，一般的には 3年後 K
j武水師が指定した日n寺，時間に草墳は解体され，遺体は埋葬される事になるO 報告者は，その過
程は観察できなかったが， 2001年5月に行われた革墳の解体と移送の過程について，古家信平氏












いの庄の林の中に位置している O 草墳から取り出された棺の一つには，横に 5本，側面を 1本の




焼かれてしまう O その場に残った男性遺族が太い松の枝で，火勢を調節する O なお，この例では
革墳の解体過程そのものは搬影されていないため，別の日に撮影された 2基の草墳の解体過程を
ここでは付記する O
早朝遺族は草墳が作られているUJに行く O 男性遺族は黄の頭市を被り崩}終を身に着けている O
KJ試水liは革墳の前に遺族が用意した供物を供え，遺族は礼拝するO その後， K J!lR水師が祝文を
読み上げ‘，それが終わると革墳の解体が始まるO 草墳の前後の重しを切って外し，全体を押さえ
ていた縄を取り去り ，Jおして行く O 全ての薬を取り除き棺を露出させる O この指には松の校が乗
せられていたが，これも除かれる O 遺族2名を含めた 8名で棺の織をヲ|いて持ち上げ，一旦，崩




おり，その横に棺が置かれる O 墳墓の石室に，多量の石灰が撒かれ均される O 棺の縞は解かれて
いる O 墳墓の側には， r顕考事生j帝君 事jJf立jと印された紙梼と死者の衣服の一部を紙箱に収め
た魂吊箱子と銘篠が丸めて置かれている O 棺の蓋がK嵐水部によって関かれると死者の女性遺族
による沸泣が起こる o K }!lR7ksWは棺の詰め物を取り出して行く O 遺体は白い布に包まれているO
K風水部は新しい白布を用意し，遺体の上に拡げて掛けるO 棺の蓋を開けたまま持ち上げ，墳墓
の石室の中にゆっくり納めて行く o K}fi17ksWは石室と棺の間を調整して四辺が均等に空くように








物を置いて行く O 魚や赤い物は東，肉や白い物は西が決まりとされる 1名の男性遺族が諮を捧
げ， 3名の女性遺族と共に礼拝する o K風水朗1は遺族全員に祭器を持たせ. ?酒を注ぎ，男性に供
えさせる O 御飯は十字切って匙を科し，箸もPいて音を出して，死者に知らせておく口 KJ試水臨む
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という O これらの死者の内， c氏の妾の1tlHこ，父親が草墳葬を経て埋葬されている O
新しく明堂とされる場所には，これらの死者を全て埋葬し，墳墓を構築できる広い場所となっ
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による洗骨儀礼が行われない例がみられる o 60~70代の話者が記憶する限り， 50年程前にも洗骨



















































































1 )青山島での調査は，平成12年度~15年度科学研究費補助金(基盤研究 B 1骨と位牌J研究代
表者 筑波大学 古家信平教授)に基づく2001年7月の巡検を手始めとして， 2002年から
2003年にかけて 4 度行った。引き続き，平成16年度~19年度科学研究費補助金(基盤研究B
「遺体処理と祭記に隠する比較民俗学的研究j研究代表者 筑波大学 古家信平教授)に基
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